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宮
若
市
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
１
号
）

委
員
会
報
告

宮
若
市
一
般
会
計
補
正
予
算

 

（
第
１
号
）

委
員
会
報
告

宮
若
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

宮
若
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

宮
若
市
固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
つ
い
て

宮
若
市
固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
は
、
総
務
委
員
会
で
は
、
歳
入
補
正
全

般
、
地
方
債
補
正
、
教
育
民
生
委
員
会
で
は

歳
出
の
民
生
費
、
教
育
費
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
大
腸
が
ん
検
診
推

進
の
た
め
の
委
託
料
な
ど
１
１
９
万
７
千

円
、（
仮
称
）
宮
若
市
立
東
地
区
中
学
校
整
備

に
係
る
建
築
確
認
申
請
手
数
料
と
旧
鞍
手
商

業
高
校
跡
地
施
設
の
解
体
調
査
設
計
委
託
料

９
０
０
万
１
千
円
の
追
加
な
ど
で
す
。

補正前の予算額 171億976万1千円

補正予算額 2,025万5千円

補正後の予算額 171億3,001万6千円

　

教
育
委
員
会
委
員
で
あ
る
毛
利
加

代
子
氏
が
、
本
年
６
月
14
日
を
も
っ
て

任
期
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
氏

を
再
任
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

 

全
員
賛
成
で
同
意

　

前
任
者
の
総
務
企
画
部
長
が
退
職

し
た
た
め
新
た
に
宮
若
市
固
定
資
産

評
価
員
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。
新
任

者
は
総
務
企
画
部
長
の
山
内
賢
治
氏

で
す
。

 

全
員
賛
成
で
同
意

審 議 結 果 報 告
６　月　定　例　会

議案番号 議　　案　　名 議決の結果

同意第１号 宮若市教育委員会委員の任命について 原案同意

同意第２号 宮若市固定資産評価員の選任について 原案同意

議案第25号 民事調停の申立てについて 原案可決

議案第26号 宮若市税賦課徴収条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第27号 宮若市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第28号 平成23年度宮若市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

議員提出議案第４号 公立学校施設における防災機能の整備の推進を求める意見書 原案可決

議員提出議案第５号 東日本大震災の復興支援と総合的な復興ビジョン策定を求める意見書 原案可決

　

旧
鞍
手
商
業
高
校
跡
地
施
設
の
解

体
に
係
る
調
査
設
計
委
託
料
に
つ
い
て

は
、
今
議
会
で
市
長
報
告
も
さ
れ
て
い

ま
す
が
、 

こ
れ
ま
で
「
耐
震
補
強
の
施

さ
れ
た
校
舎
を
利
活
用
し
て
経
費
を

抑
え
新
し
い
学
校
を
造
る
。」
と
説
明

さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
新
築
す
る
こ
と

に
変
わ
っ
た
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、

説
明
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
回
答
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
員
協
議
会
で
も
説
明

の
あ
っ
た
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
整
備
に
あ
た
っ
て
の
安
全
確

保
に
関
す
る
質
疑
が
相
次
い
で
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
こ
の
解
体
設
計
で

ど
の
く
ら
い
の
工
事
車
両
が
通
行
す
る

か
が
つ
か
め
る
。
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

考
慮
し
た
上
で
、
地
元
に
安
全
対
策
を

提
示
し
た
い
。」
と
教
育
委
員
会
よ
り

回
答
を
受
け
、
ま
た
、
現
時
点
で
の『
解

体
工
事
に
対
す
る
安
全
対
策
』
に
つ
い

て
、
資
料
の
提
示
と
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
央
部
を
通

る
導
水
管
に
つ
い
て
は
、「
導
水
管
は
、

毎
年
定
期
検
査
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結

果
も
良
好
で
、
鋼
管
の
腐
食
を
防
止
す

る
た
め
電
気
防
食
が
施
さ
れ
て
い
る
。

鋼
管
は
塗
覆
装
が
十
分
で
あ
れ
ば
半
永

久
的
な
寿
命
を
持
つ
。
万
一
の
際
に
は

給
水
停
止
の
対
応
が
取
れ
る
体
制
で
、

導
水
管
は
全
て
賠
償
責
任
保
険
に
入
っ

て
い
る
。」
等
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
埋
設
鋼
管
路
は
、
過
去
・
将
来
に

わ
た
っ
て
最
強
と
考
え
ら
れ
る
※
レ
ベ

ル
２
の
地
震
動
で
も
十
分
安
全
で
、
こ

の
地
震
動
レ
ベ
ル
２
の
２
倍
近
い
地
震

波
で
も
漏
洩
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。」
と
す
る
資
料
の

提
供
や
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
学
校
整
備
に
向
け
て
は
、
本

市
の
将
来
を
担
う
子
供
達
が
、
様
々
な

困
難
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
な
学
習
環
境
が
必

ず
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
学

校
整
備
問
題
を
振
り
出
し
に
戻
す
こ
と

は
、
子
供
達
の
た
め
に
も
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
様
々
な

諸
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
こ
の
学
校

整
備
を
前
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
至
り
、
今
後

の
学
校
整
備
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
、
採
決
に
入
る
ま
え
に
、
次
の
よ
う

に
付
帯
決
議
い
た
し
ま
し
た
。

付
帯
決
議

一
、
今
後
、（
仮
称
）
宮
若
市
立
東
地
区

中
学
校
の
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て

は
、
地
元
の
理
解
と
同
意
を
最
優
先
と

し
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

二
、
南
小
・
南
幼
稚
園
に
通
う
児
童
・

園
児
の
保
護
者
及
び
地
元
住
民
に
対

し
、
理
解
と
同
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と
。
理
解
と
同

意
を
得
る
た
め
に
も
、
今
回
教
育
委
員

会
が
示
し
た「
解
体
に
係
る
安
全
対
策
」

を
厳
守
す
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

三
、
学
校
整
備
と
道
路
改
良
を
す
り
合

わ
せ
た
工
程
を
な
る
べ
く
早
い
時
期
に

示
す
こ
と
。
す
り
合
わ
せ
た
工
程
で
、

平
成
25
年
４
月
に
開
校
で
き
る
の
か
精

査
し
、
安
全
を
第
一
に
考
え
た
、
そ
の

工
程
内
容
に
よ
っ
て
は
開
校
時
期
の
見

直
し
も
検
討
を
お
願
い
す
る
。
決
し
て

無
理
な
工
程
で
学
校
整
備
を
推
し
進
め

る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
。
決
ま
れ
ば
、

教
育
民
生
委
員
会
に
報
告
し
、
全
員
協

議
会
で
も
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

四
、
新
築
に
変
わ
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

は
、
前
回
の
住
民
説
明
会
の
と
き
と
内

容
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
周
知
し
市
民
の
理
解
を
得
る
為
、
学

校
区
単
位
で
説
明
会
を
行
っ
て
ほ
し

い
。

 

全
員
賛
成
で
可
決

※
レ
ベ
ル
２
地
震
動
と
は

陸
地
近
傍
に
発
生
す
る
大
規
模
な
プ

レ
ー
ト
境
界
地
震
や
、
直
下
型
地
震
に

よ
る
地
震
動
の
よ
う
に
、
施
設
の
供
用

期
間
内
に
発
生
す
る
確
率
は
低
い
が

大
き
な
強
度
を
持
つ
地
震
動
を
い
い
ま

す
。
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

宮
若
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
の
負

担
を
軽
減
す
る
税
制
上
の
対
応
と
し

て
、
個
人
住
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に

係
る
特
例
措
置
等
が
講
じ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

・
主
な
内
容

【
個
人
住
民
税
】

  

１　

雑
損
控
除
の
特
例

  

２　

 

被
災
事
業
用
資
産
の
損
失
の
特

例

  

３　

 

住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

の
適
用
の
特
例

【
法
人
住
民
税
】

  

１　

法
人
住
民
税
の
特
例

【
固
定
資
産
税
】

  
１　

 
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
区
域
内
の
土
地
及
び
家
屋

に
対
す
る
平
成
23
年
度
分
の
課

税
免
除

  

２　

被
災
住
宅
用
地
の
特
例

  

３　

被
災
代
替
住
宅
用
地
の
特
例

  

４　

被
災
代
替
家
屋
の
特
例

  

５　

被
災
代
替
償
却
資
産
の
特
例

【
軽
自
動
車
税
】

  

１　

 

被
災
代
替
自
動
車
に
係
る
軽
自

動
車
税
の
非
課
税

 

全
員
賛
成
で
可
決

　

市
営
住
宅
家
賃
が
３
か
月
以
上
の

滞
納
者
の
内
、
納
付
指
導
に
応
じ
な
い

者
及
び
分
割
納
付
誓
約
を
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
分
割
納
付
が

不
履
行
と
な
っ
て
い
る
者
（
３
名
）
に

対
し
、
家
賃
の
請
求
に
つ
い
て
、
民
事

調
停
を
申
立
て
る
も
の
で
す
。
当
初
４

名
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
１

名
が
納
入
に
応
じ
た
た
め
残
る
３
名

に
対
し
、
民
事
調
停
を
申
立
て
る
も
の

で
す
。

　

平
成
22
年
度
の
家
賃
の
収
納
率
に

つ
い
て
は
97
・
71
％
と
の
こ
と
で
あ

り
、
所
管
課
が
努
力
さ
れ
て
い
る
結
果

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

全
員
賛
成
で
可
決

民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

民
事
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

　議会改革を目的に本年３月に設置した議会基本条例制定特別委員会では、４月か
ら条例策定に向けた取組を行っています。
　４月には、議会基本条例の考え方や先進地の状況について協議を行いました。
　５月には、先進地の条例の中で、本市議会として参考にすべき項目等について各
委員よりそれぞれ提案を行いました。
　さらに、今後の策定スケジュールについて協議を行った結果、十分な時間をかけ
ながら条例を策定していくことが望ましいとのことから、概ね１年９ヶ月程度の期
間で策定し、来年の１２月議会に宮若市議会基本条例（案）として提案をするスケ
ジュールで進めていくことになりました。
　７月５日には、他のどの先進議会にもない、特色のある条例を策定するために、
地方議会の改革に造詣が深く、全国の自治体でご活躍されている山梨学院大学法学
部の江藤俊昭教授を招き議員並びに市執行部を対象に研修会を行いました。

議会基本条例制定特別委員会報告

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

宮
若
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容

◎ 

基
礎
課
税
額
の
限
度
額
を
50
万
円

か
ら
51
万
円
に
引
き
上
げ

◎ 

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の

限
度
額
を
13
万
円
か
ら
14
万
円
に

引
き
上
げ

◎ 
介
護
納
付
金
課
税
額
の
限
度
額
を

10
万
円
か
ら
12
万
円
に
引
き
上
げ

 
賛
成
多
数
で
可
決

本市議会での研修内容
「新たな時代の議会と
  議会基本条例の意義と課題」
・多くの地方議会が直面する現実。
・これからの新しい議会とその意義と活用。
・新しい議会の条件整備。

江藤　俊昭（えとう　としあき）
教授プロフィール

　1956年、東京都国分寺市出身。中央大学大学院
法学研究科博士後期過程満期退学。博士（政治学）。
99年より山梨学院大学法学部政治行政学科教授。

○主な活動実績
　三重県議会議会改革諮問会議会長、鳥取県智頭
町行財政改革審議会会長、北海道栗山町議会サ
ポーター　他

○その他
　第29次地方制度調査会委員、マニフェスト大賞
審査委員。
　大牟田市議会、会津若松市議会、その他全国の
議会基本条例策定に向けた研修講師。

委員長　川口　誠

No.22 4Miyawaka City ●No.225 Miyawaka City●
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市
長
報
告

♦
市
長
報
告
１

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
取
組
み
に
つ

い
て

　

本
市
で
は
出
来
る
だ
け
早
く
被
災
地
に
貢

献
で
き
る
支
援
方
法
と
し
て
、
発
生
直
後
の

３
月
17
日
に
福
島
県
田
村
市
に
毛
布
や
マ
ス

ク
等
の
生
活
支
援
物
資
を
送
付
い
た
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
の
支
援
は
、
市
内
４
箇
所
に
義
援

金
箱
を
設
置
し
て
お
り
、
平
成
23
年
５
月
24

日
現
在
で
９
６
３
万
８
，
６
６
４
円
の
義
援

金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、本
市
に
お

い
て
も
、予
備
費
か
ら
１
，０
０
０
万
円
を
日

本
赤
十
字
社
に
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
者
の
受
入
れ
に
関
し
ま
し
て

は
、
市
営
住
宅
10
戸
を
用
意
し
て
お
り
、
現

在
ま
で
に
１
世
帯
４
名
の
ご
家
族
が
入
居
さ

れ
て
い
ま
す
。

♦
市
長
報
告
２

（
仮
称
）
宮
若
市
立
東
地
区
中
学
校
施

設
の
整
備
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て

　

宮
田
中
学
校
と
宮
田
光
陵
中
学
校
を
再
編

し
た（
仮
称
）宮
若
市
立
東
地
区
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
旧
鞍
手
商
業
高
等
学
校
跡
地
を
利

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

♦
市
長
報
告
３

宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合
に
お
け

る
ご
み
固
形
燃
料
化（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）事
業
に
つ
い
て

　

ご
み
固
形
燃
料
化（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
事
業
は
、
平

成
29
年
度
ま
で
が
事
業
期
間
と
な
っ
て
お
り
、

去
る
５
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
組
合
の
臨
時

議
会
に
お
い
て
、鞍
手
町
、小
竹
町
及
び
本
市

の
意
向
は
、
10
年
の
稼
動
延
長
を
前
提
と
し

な
が
ら
も
、
福
岡
県
及
び
電
源
開
発
㈱
に
対

東日本大震災の復興支援と総合的な復興ビジョン策定を求める意見書
　本年３月11日に発生した東日本大震災は、日本の観測史上最大のマグニチュード9.0を記録した。巨大津波は東北地
方や関東、北海道に至る広い地域に甚大な被害をもたらし、尊い人命が数多く失われ、いまだ８千人以上が行方不明と
なっている。被災された方々は今なお不自由な避難生活を余儀なくされており、一日も早い生活再建と被災地の復旧・復
興が強く求められている。
　併せて港湾や農地が破壊された農林水産業や、交通インフラ分断の影響により生産活動の縮小した経済状況からは、
激甚災害指定や被災者生活支援制度の拡充はもとより、新たな法制度による措置等、従来の災害復旧支援を超えた対策
が求められる。
　更に、高濃度の放射能汚染が生じた「東京電力福島第１原子力発電所」の事故対応では、国の責任のもと、最終的な
収束まで予断を許さず、徹底した対策を講ずるべきである。
　よって政府においては、以上のような被災地への復興支援策の実施とともに、震災によるこの国家的危機にあたり、国
民の生命と財産を守る防災対策をはじめとする新たな安全確保事業を国家プロジェクトとして実施することを要望する。
　また、今回の大震災は、歴史上類例を見ないほど、広域かつ複合的な災害である。このため復興にあたっては、一元的
かつ総合的な機関を設置し、既存制度の枠組みを超える対策を実施することを求める。
　更に、震災に対する海外の反応は、日本の経済・安全に懸念を示しており、海外からの投資・輸出入に影響を与えてい
る。こうしたことから日本全体に影響を及ぼす経済的打撃の克服、既存原発の安全性確保、新たな地震・津波対策等、政
府が具体的に総合的な復興ビジョンを策定することは、国民への重要なメッセージとなり、更には国際的信頼を取り戻す
必須の第一歩と考える。
　よって政府においては、震災復興に向けた総合的な復興ビジョンを速やかに策定することを強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成23年６月17日
 福岡県宮若市議会　議　長　　寳　部　　　勝

衆議院議長　殿　　　参議院議長　殿

内閣総理大臣　殿　　　内閣官房長官　殿

公立学校施設における防災機能の整備の推進を求める意見書
　これまで公立学校施設は大規模地震や豪雨等の非常災害時には地域住民の防災拠点として中心的な役割を担って
きました。
　この度の東日本大震災においても、多くの被災住民の避難場所として利用されるとともに、必要な情報を収集また発
信する拠点になるなど様々な役割を果たし、その重要性が改めて認識されています。しかし一方で、多くの公立学校施
設において、備蓄倉庫や自家発電設備、緊急通信手段などの防災機能が十分に整備されていなかったため、避難所の
運営に支障をきたし、被災者が不便な避難生活を余儀なくされるなどの問題も浮き彫りになりました。こうした実態を
踏まえ、現在、避難所として有すべき公立学校施設の防災機能の在り方について、様々な見直しが求められています。
　政府は、公立学校施設の学校耐震化や老朽化対策等については、地方自治体の要望に応え、毎年予算措置等を講ず
るなど、積極的な推進を図っていますが、本来これらの施策と並行して全国的に取り組まなければならない防災機能の
整備向上については、十分な対策が講じられていないのが実情です。
　よって、政府におかれては、大規模地震等の災害が発生した際、公立学校施設において、地域住民の「安全で安心な
避難生活」を提供するために、耐震化等による安全性能の向上とともに、防災機能のいっそうの強化が不可欠であると
の認識に立ち、以下の項目について、速やかに実施するよう強く要望します。

記
一、 公立学校施設を対象として、今回の東日本大震災で明らかになった防災機能に関する諸課題について、阪神・淡
路大震災や新潟県中越沖地震など過去の大規模災害時における事例も参考にしつつ、十分な検証を行うこと。

一、 公立学校施設を対象として、避難場所として備えるべき、必要な防災機能の基準を作成するとともに、地方公共団
体に対し、その周知徹底に努め、防災機能の整備向上を促すこと。

一、 公立学校施設を対象として、防災機能の整備状況を適宜把握し、公表すること。
一、 公立学校施設の防災機能を向上させる先進的な取り組み事例を収集し、様々な機会を活用して地方公共団体に情
報提供すること。

一、 公立学校施設の防災機能向上に活用できる国の財政支援制度に関して、地方公共団体が利用しやすいよう、制度
を集約し、窓口を一元化すること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成23年６月17日
 福岡県宮若市議会　議　長　　寳　部　　　勝

内閣総理大臣　殿　　　文部科学大臣　殿

国土交通大臣　殿　　　総 務 大 臣　殿

　

東
地
区
中
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
の
設
計

業
者
選
考
は
、
指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

を
採
用
し
、
㈱
教
育
施
設
研
究
所
に
決
定
し

て
い
ま
す
。

　

旧
鞍
手
商
業
高
等
学
校
の
校
舎
は
、
既
に

耐
震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
提
示
さ
れ
た
図
面
を

基
に
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
意
見
の
集

約
を
行
い
な
が
ら
、検
討
を
進
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
建
築
当
時
の
構
造
計
算
書
や
、

耐
震
補
強
施
工
時
に
耐
震
診
断
結
果
と
、
そ

れ
に
対
す
る
補
強
内
容
の
適
合
性
等
を
確
認

で
き
る
書
類
等
が
、
経
年
に
よ
り
福
岡
県
に

保
存
さ
れ
て
な
く
、
建
物
の
安
全
性
等
の
立

証
を
行
う
た
め
に
は
、
再
調
査
と
そ
れ
に
伴

う
経
費
が
新
た
に
生
じ
る
状
況
で
あ
る
こ
と

が
、こ
の
過
程
で
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
性
や
配
置
、
利
便
性
、
費
用
対
効
果

等
、
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

全
て
の
建
物
を
新
築
し
、
敷
地
内
に
機
能
的

に
建
物
を
配
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

報
告

♦
報
告
第
１
号

平
成
22
年
度
宮
若
市
一
般
会
計
継
続
費

逓
次
繰
越

　

生
涯
学
習
施
設
建
設
費
は
、
１
億
１
２
３

万
３
千
円
を
、
翌
年
度
繰
越
額
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
毛
勝
総
合
公
園
整
備
費
に
つ
い
て

も
、
１
億
３
，
８
４
６
万
５
千
円
を
、
翌
年

度
繰
越
額
と
し
て
い
ま
す
。

♦
報
告
第
２
号

平
成
22
年
度
宮
若
市
一
般
会
計
繰
越
明

許
費

　

宮
田
東
学
童
保
育
所
整
備
事
業
を
は

じ
め
と
し
、
合
計
13
事
業
、
総
額
５
億
８
，

６
５
９
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

♦
報
告
第
３
号

平
成
22
年
度
宮
若
市
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費

　

繰
越
額
は
、「
公
共
下
水
道
建
設
費
」の「
公

共
下
水
道
事
業
」
９
，
５
７
０
万
円
で
す
。

♦
報
告
第
４
号

平
成
22
年
度
宮
若
市
水
道
事
業
会
計
予

算
の
繰
越

　

繰
越
額
は
、「
資
本
的
支
出
」「
建
設
改
良

費
」
の
施
設
改
良
費
で
３
，
８
３
７
万
１
千

円
で
す
。

♦
報
告
第
５
号

宮
若
市
土
地
開
発
公
社
の
平
成
22
年
度

事
業
結
果
及
び
決
算
並
び
に
平
成
23
年

度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
に
お
け
る
土
地
開
発
公
社
の

事
業
は
処
分
事
業
の
み
で
、
公
有
地
取
得
事

業
で
取
得
し
て
い
ま
し
た
資
産
の
内
２
件
を

１
億
１
，
８
３
４
万
１
，
７
４
６
円
で
処
分

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
公
社
決
算
は
、
当
期
に
お
け

る
損
益
計
算
で
は
、
当
期
純
損
失
１
，

１
４
５
万
６
，０
５
３
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
支
出
に
お
い
て

は
、
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
の
ほ
か
支
出

合
計
２
億
７
，
２
３
２
万
２
，
０
０
０
円
に

対
し
、
収
入
で
は
事
業
収
益
の
ほ
か
収
入
合

計
２
億
５
，
８
９
４
万
５
，
０
０
０
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

し
て
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
計
画
搬
入
量
の
確
保
を
要
請

す
る
と
と
も
に
、
大
牟
田
リ
サ
イ
ク
ル
発
電

㈱
に
対
す
る
出
資
金
の
放
棄
を
働
き
か
け
、

処
理
委
託
料
の
圧
縮
を
図
り
、
将
来
に
向
け

た
ご
み
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
遅
滞
な
く

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

６月の議会で可決された意見書
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市 政 を 問 う 一般質問市 政 を 問 う一般質問
教
育
行
政
の
諸
問
題
を
問
う
。

問　

国
旗
、
国
歌
斉
唱
問

題
に
つ
い
て
の
教
育
委
員

会
の
考
え
は
。

答　

教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
の
中

で
、「
入
学
式
や
卒
業
式

な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
の

意
義
を
踏
ま
え
、
国
旗
を

掲
揚
す
る
と
と
も
に
、
国

歌
を
斉
唱
す
る
よ
う
指
導

す
る
も
の
と
す
る
。」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
い
た
指
導
を
行
い

ま
す
。

問　

石
炭
採
掘
の
歴
史
、

遺
産
が
貴
重
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
の
管
理
や

今
後
の
方
針
を
ど
う
す
る

の
か
。

　

本
市
の
石
炭
産
業
の
歴

史
遺
産
を
継
承
す
る
施
設

と
し
て
、
昭
和
39
年
に
建

設
さ
れ
た
旧
大
之
浦
小
学

校
校
舎
に
補
修
を
加
え
、

昭
和
52
年
よ
り
石
炭
記
念

館
と
し
て
利
用
し
て
い
ま

す
。

　

石
炭
記
念
館
の
建
物
に

つ
い
て
は
、
施
設
の
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後

平
成
21
年
度
に
策
定
し
た

「
文
化
財
保
護
基
本
計
画
」

の
内
容
を
踏
ま
え
、
現
状

施
設
で
の
運
営
管
理
に
努

め
、
老
朽
化
の
現
状
を
見

な
が
ら
維
持
管
理
の
あ
り

方
等
の
調
査
検
討
を
行

い
、
後
世
に
残
す
べ
き
資

料
の
保
存
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

答　

教
育
長

問　

旧
鞍
手
商
業
高
校
跡

地
に
新
校
舎
を
建
設
す
る

計
画
は
、
今
ま
で
の
議
論

の
内
容
や
説
明
と
大
き
く

違
う
。
説
明
を
。

　

既
存
校
舎
を
利
活
用
す

る
場
合
、
不
要
な
空
間
や

死
角
が
生
じ
る
こ
と
、
ま

た
、
設
計
を
進
め
る
過
程

に
お
い
て
、
利
活
用
の
際

必
要
な
建
築
当
時
の
構
造

計
算
書
や
耐
震
診
断
の
評

価
書
な
ど
の
書
類
が
福
岡

県
に
保
存
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

既
存
建
物
を
改
修
し
て

利
活
用
し
た
場
合
の
校
舎

に
か
か
る
概
算
工
事
費
は

約
11
億
５
千
万
円
で
し
た

が
、
新
築
の
場
合
の
概
算

工
事
費
は
約
12
億
円
で
す
。

　

新
た
な
歴
史
を
刻
み
始

め
る
学
校
と
し
て
の
施
設

の
充
実
と
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

な
ど
を
熟
慮
し
、
全
て
の

建
物
を
新
築
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

他
に
「
宮
若
市
の
水
は

ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
る

の
か
。」「
宮
若
市
の
環
境

問
題
。」
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

答　

教
育
長

中島　健三

「
道
の
駅
」
の
設
置
に
つ
い
て
。

谷口　重隆

問　

設
置
の
目
的
は
。

　

設
置
の
目
的
は
、
平
成

19
年
度
に
策
定
し
た
「
第

１
次
宮
若
市
総
合
計
画
」

及
び
平
成
21
年
度
に
策
定

い
た
し
ま
し
た
「
宮
若
市

観
光
推
進
基
本
計
画
」
に

掲
げ
て
お
り
ま
す
、
農
業

観
光
振
興
セ
ン
タ
ー
「
道

の
駅
」
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ド
リ
ー
ム
ホ
ー

プ
若
宮
、
脇
田
温
泉
、
西

鞍
の
丘
総
合
運
動
公
園
、

ス
コ
ー
レ
若
宮
を
囲
む
地

域
を
農
業
・
観
光
・
健
康

の
ふ
れ
あ
う
交
流
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
、
新
た
な

情
報
発
信
拠
点
施
設
と
し

て
設
置
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

答　

市
長

問　

設
置
の
時
期
、
施
設

の
場
所
及
び
規
模
は
。

　

設
置
の
時
期
及
び
施
設

の
場
所
及
び
規
模
に
つ
い

て
は
、
農
業
や
観
光
、
商

業
等
の
現
状
や
課
題
を
整

理
し
な
が
ら
、
本
年
度
に

お
い
て
、
実
際
の
整
備
に

向
け
た
基
本
的
な
方
針
を

定
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

答　

市
長

問　

ド
リ
ー
ム
ホ
ー
プ
と

の
関
わ
り
は
。

　

ド
リ
ー
ム
ホ
ー
プ
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
ド

リ
ー
ム
ホ
ー
プ
若
宮
を
含

む
地
域
を
交
流
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す

が
、
農
業
観
光
振
興
セ
ン

タ
ー
と
い
う
施
設
の
重
要

性
に
鑑
み
ま
し
て
、
今
後

は
、
直
売
所
や
観
光
協
会

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
及

び
関
係
団
体
等
と
も
連
携

を
図
り
、
様
々
な
ご
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
調
査
研

究
を
進
め
ま
す
。

答　

市
長

ドリームホープ若宮

職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
。

中尾ハギ子

本
市
に
於
け
る
地
震
な
ど
の
災
害
の
危
険
性
に
つ
い
て
伺
う
。

弓削田　敬

問　

本
市
に
影
響
の
あ
る

活
断
層
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　

市
長

　

地
震
調
査
委
員
会
に
よ

る
評
価
で
は
、
本
市
域
の

南
西
部
に
は
、
西
山
断
層

系
と
市
の
東
側
に
福
智
山

断
層
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

西
山
断
層
系
に
つ
い
て

は
１
万
２
千
年
前
以
後
、

福
智
山
断
層
に
つ
い
て

は
、
２
万
５
千
年
前
か
ら

１
万
１
千
年
前
が
最
新
の

活
動
時
期
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
断

層
の
最
新
活
動
後
の
経
過

率
及
び
将
来
こ
の
よ
う
な

地
震
が
発
生
す
る
長
期
確

率
は
不
明
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

東
部
地
区
の
冠

水
を
ど
う
す
る

の
か
。

問　

力
丸
、
犬
鳴
ダ
ム
と

２
つ
の
ダ
ム
が
地
震
で
決

壊
し
た
場
合
の
本
市
へ
の

影
響
は
ど
う
な
の
か
。

答　

市
長

　

ダ
ム
の
耐
震
設
計
は

「
震
度
法
」
を
用
い
る
事

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
方
法
で
設
計
さ
れ
た
多

く
の
ダ
ム
で
、
地
震
に
よ

り
安
全
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
な
被
害
を
被
っ
た
こ

と
は
、
確
認
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

他
に
「
災
害
時
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
る
本
庁
舎

の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。」
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

問　

昨
年
９
月
の
一
般
質

問
で「
国
交
省
と
折
衝
し
て

い
く
」と
答
弁
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　

市
長

　

近
年
の
ゲ
リ
ラ
的
豪
雨

に
よ
り
、
市
内
数
箇
所
の

冠
水
状
況
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

　

東
部
地
区
に
お
き
ま
し

て
も
、
平
成
21
年
、
22
年

と
連
続
し
て
冠
水
被
害
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
ま
し
て
、
国

土
交
通
省
で
は
、
昨
年
度

に
お
い
て
粥
田
橋
下
流

部
よ
り
天
照
橋
ま
で
の
区

間
で
、
河
川
堆
積
土
の
浚

渫
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
本
年
度
は
本
城
橋
下

流
か
ら
宮
田
橋
上
流
部
ま

で
の
浚
渫
工
事
が
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

磯
光
地
区
の
内
水
被
害

対
策
は
、
ポ
ン
プ
設
置
を

含
め
た
排
水
樋
管
の
抜
本

的
な
改
善
要
望
に
つ
い

て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
国
土
交
通
省
と
協
議
し

て
い
ま
す
が
、
当
面
は
排

水
ポ
ン
プ
車
を
活
用
し

た
、
迅
速
な
対
応
に
努
め

ま
す
。

問　

職
員
の
異
動
は
概
ね

何
年
を
目
安
に
し
て
異
動

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

市
長

　

職
員
の
人
事
異
動
に
つ

い
て
は
、
組
織
の
活
性
化

を
図
り
、
効
果
的
な
行
政

運
営
を
行
う
た
め
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

異
動
対
象
の
年
数
と
し

て
は
、
同
一
部
署
に
従
事

し
て
い
る
期
間
が
概
ね
３

年
か
ら
５
年
を
目
安
に

し
、
自
己
申
告
書
や
部
・

課
長
等
の
意
向
調
査
を
考

慮
の
上
、
人
事
異
動
を
行

う
こ
と
に
し
て
お
り
、
限

ら
れ
た
人
材
で
効
果
的
に

行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

適
材
適
所
に
職
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

問　

保
育
所
の
民
営
化
に

つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
よ

く
言
わ
れ
て
い
た
と
思
う

が
現
状
は
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
。

答　

市
長

　

公
立
保
育
所
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
去
る
３
月
議

会
の
平
成
23
年
度
施
政
方

針
の
な
か
で
、「
公
立
保

育
所
運
営
に
つ
い
て
、
民

間
活
用
等
を
含
め
て
調

査
・
研
究
と
基
本
方
針
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
」
と
申
し
上
げ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
近
隣
市
町
の
保

育
所
の
民
営
化
の
状
況
な

ど
を
調
査
・
研
究
し
て
い

ま
す
が
、
近
隣
市
町
で
も

公
立
保
育
所
の
民
営
化
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
行
財
政
改
革

の
観
点
か
ら
も
保
育
所
の

一
部
民
営
化
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
立
保
育
所
運
営
の
基

本
方
針
等
の
策
定
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
あ
ら
た
め

て
報
告
い
た
し
ま
す
。

保
育
所
の
民
営

化
へ
の
状
況
に

つ
い
て
。
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吉野　英史

問　

状
況
と
対
策
は
万
全

な
の
か
。
防
災
拠
点
（
避

難
場
所
）
と
し
て
高
齢
者

を
想
定
し
た
施
設
の
安
全

性
や
整
備
を
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　

本
市
の
小
中
学
校
は
、

宮
若
市
水
防
計
画
書
に
お

い
て
、
避
難
場
所
と
し
て

指
定
さ
れ
て
お
り
、
水
防

本
部
か
ら
避
難
所
開
設
の

指
示
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
開
設
担
当
者
を
配
置

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
平

成
22
年
度
ま
で
に
耐
震
診

断
等
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
５
月
24
日

付
け
の
公
立
の
義
務
教
育

答　

市
長

施
設
諸
学
校
施
設
の
整
備

に
関
す
る
施
設
整
備
基
本

方
針
の
改
正
に
基
づ
き
、

今
後
、
年
次
計
画
を
策
定

し
、
耐
震
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
を
想
定

し
た
施
設
の
安
全
性
や
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
山
口
、
中
、

吉
川
と
若
宮
地
域
に
３
箇

所
あ
り
、
水
防
計
画
の
中

で
は
、
そ
の
他
の
公
共
施

設
に
属
す
る
施
設
と
し
て

避
難
所
の
１
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
施
設

規
模
等
か
ら
避
難

所
と
し
て
は
十
分

な
状
況
で
は
な
い

こ
と
か
ら
耐
震
診

断
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
程
近
い

場
所
に
は
、
学
校

定
住
対
策
事
業
の
今
後
の
推
進
に
つ
い
て
。

神谷喜久雄

　

定
住
促
進
に
つ
い
て
は

本
市
の
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
平
成
21
年
度
か

ら
交
付
を
開
始
し
て
い
ま

す
定
住
奨
励
金
を
は
じ
め

と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費

の
完
全
無
料
化
や
認
定
子

ど
も
園
の
開
設
な
ど
、
子

育
て
支
援
等
を
含
め
た
定

住
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

定
住
奨
励
金
制
度
も
開

始
か
ら
３
年
目
と
な
り
、

過
去
２
ヵ
年
の
実
績
は
96

件
、
６
１
６
万
４
，
０
０

０
円
を
交
付
し
、
３
５
０

人
の
定
住
化
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

答　

市
長

土
砂
災
害
防
止
法
に
つ
い
て
問
う
。

和田　善久

問　

土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
基
礎
調
査
が
終
了

し
、
県
か
ら
ど
の
よ
う
な

指
導
・
役
割
分
担
が
さ
れ

た
の
か
伺
う
。

　

が
け
崩
れ
、
土
石
流
地

滑
り
等
の
土
砂
災
害
か
ら

住
民
の
命
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
区
域
を
明
ら
か

に
し
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
や
一
定
の
行
為
の
制

限
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

す
る
も
の
で
、
本
市
で
は

平
成
20
年
度
よ
り
県
が
本

事
業
に
着
手
し
、
調
査
結

果
に
基
づ
き
、
昨
年
度
、

該
当
地
区
住
民
へ
の
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
の
告
示
に

よ
り
宮
田
地
区
の
土
砂
災

答　

市
長

害
警
戒
区
域
、
特
別
警
戒

区
域
の
指
定
が
完
了
し
、

本
年
度
は
若
宮
地
区
の
区

域
指
定
が
行
わ
れ
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
区
域
指
定
を
受
け

て
、
防
災
マ
ッ
プ
等
に
よ

る
情
報
の
提
供
や
災
害
時

に
お
け
る
有
効
な
情
報
伝

達
手
段
の
確
保
等
、
総
合

防
災
体
制
の
整
備
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｒ
Ｄ
Ｆ
事
業
の
稼

動
延
長
に
つ
い
て

伺
う
。

　

県
よ
り
８
月
末

に
最
終
提
示
が
あ

る
予
定
で
す
。
宮

若
市
外
二
町
じ
ん

芥
処
理
施
設
組
合

議
会
に
お
い
て
稼

動
延
長
を
基
本
指

針
と
し
、
電
源
開

発
㈱
に
対
す
る
Ｒ

Ｄ
Ｆ
搬
入
量
の
確

保
、
大
牟
田
リ
サ

答　

市
長

安永　友則

問　

農
林
業
の
基
盤
整

備
、
担
い
手
育
成
確
保
に

つ
い
て
。

　

農
林
業
の
基
盤
整
備
、

担
い
手
育
成
確
保
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

開
始
し
ま
し
た
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
で
は
、
現
在
17
地
区

の
活
動
組
織
が
取
り
組
み

を
展
開
し
て
お
り
、
農
業

者
と
非
農
業
者
が
一
体
と

な
っ
た
地
域
ぐ
る
み
で
の

農
道
整
備
や
草
刈
り
、
用

排
水
路
の
維
持
管
理
な
ど

を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
の
農

業
の
担
い
手
減
少
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
を
抑
制
す

る
た
め
、
10
集
落
が
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交

答　

市
長

くらじクリーンセンター

第
１
次
宮
若
市
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
。

付
金
制
度
を
活
用
し
、
農

地
、
農
道
、
水
路
の
整
備

を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
業
の
担
い
手
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
宮
若
市

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会

や
各
生
産
者
団
体
、
並
び

に
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
栽
培
講
習
会
や
各
種

研
修
会
等
を
開
催
し
な
が

ら
、
地
域
営
農
の
核
と
な

る
担
い
手
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

問　

地
産
地
消
の
推
進
に

つ
い
て
。

　

地
産
地
消
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
食
育
の
一
環
と

し
て
、
学
校
給
食
で
は
平

成
19
年
度
か
ら
、
米
は
Ｊ

Ａ
直
鞍
よ
り
、
農
産
物
に

つ
い
て
も
、
市
内
農
家
よ

り
Ｊ
Ａ
直
鞍
を
通
し
て
旬

の
農
産
物
を
、
可
能
な
範

囲
で
調
達
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
特
徴
的
な
取

り
組
み
と
し
て
は
、Ｊ
Ａ

直
鞍
青
年
部
が
直
鞍
地
域

答　

市
長

の
学
校
給
食
と
連
携
し
、

本
年
７
月
６
日
を
「
地
場

産
の
日
」
と
し
て
、
青
年

部
員
が
生
産
し
た
安
全
・

安
心
、
そ
し
て
何
よ
り
も

美
味
し
い
農
産
物
を
子
供

た
ち
と
食
し
、
子
供
た
ち

に
食
や
農
業
を
伝
え
る
活

動
を
計
画
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

問　

観
光
資
源
の
整
備
に

つ
い
て
。

　

観
光
資
源
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
度
に

策
定
し
た
、
観
光
振
興
策

の
羅
針
盤
と
な
る
、
宮
若

市
観
光
推
進
基
本
計
画
を

基
に
、
観
光
資
源
の
整
備

充
実
や
観
光
ル
ー
ト
の
確

立
を
図
り
な
が
ら
観
光
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

答　

市
長

　

他
に
「
農
業
観
光
振
興

セ
ン
タ
ー
（
道
の
駅
）
の

整
備
状
況
。」
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

施
設
が
あ
り
、
避
難
に
際

し
て
は
施
設
規
模
等
か

ら
、
ま
ず
は
学
校
施
設
を

優
先
し
て
利
用
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

し
た
が
っ
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
対

す
る
耐
震
診
断
や
避
難
場

所
と
し
て
の
新
た
な
施
設

整
備
は
現
状
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

山口コミュニティセンター

問　

人
口
減
少
の
課
題
、

居
住
環
境
整
備
に
つ
い

て
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
な
か
、
日
本
全
体
が
人

口
減
少
局
面
を
迎
え
て
お

り
、
定
住
人
口
の
増
加
を

図
る
こ
と
は
大
変
困
難
で

す
が
、
今
後
も
社
会
基
盤

の
整
備
や
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
充
実
、
企
業

誘
致
の
促
進
に
努
め
る
と

共
に
、
民
間
活
力
に
よ
る

宅
地
分
譲
や
、
観
光
推
進

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

定
住
促
進
策
を
検
討
し
、

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
。

問　

現
状
の
加
入
率
状

況
、
問
題
点
、
目
標
数
。

　

簡
易
水
道
事
業
の
加
入

状
況
は
、
計
画
給
水
戸
数

１
，
３
５
０
戸
に
対
し
、

本
年
５
月
末
現
在
、
加
入

戸
数
は
７
２
６
件
で
加
入

率
は
53
．
８
パ
ー
セ
ン
ト

答　

市
長

で
す
。　

　

次
に
、
問
題
点
は
、
簡

易
水
道
事
業
の
計
画
給
水

区
域
で
は
、
旧
来
か
ら
井

戸
水
を
使
用
さ
れ
て
お

り
、
新
た
に
簡
易
水
道
に

加
入
し
た
場
合
に
発
生
す

る
水
道
加
入
金
や
水
道
料

金
、
工
事
費
用
な
ど
の
経

済
的
負
担
や
カ
ル
キ
臭
に

対
す
る
嫌
悪
感
な
ど
に
よ

り
、
加
入
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
状
況
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
目
標
数
は
、
水

道
水
が
厳
し
い
水
質
基
準

を
ク
リ
ア
し
、
安
全
で
安

定
し
て
供
給
で
き
る
飲
料

水
で
あ
る
こ
と
な
ど
水
道

水
の
長
所
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
給
水
区
域
の
全
戸
加

入
を
目
標
に
加
入
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

防
災
拠
点
と
し
て
の
小
中
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
診
断
や
再
点
検
に
つ
い
て
。

イ
ク
ル
発
電
㈱
に
対
す
る

出
資
金
の
放
棄
、
事
業
延

長
に
よ
る
今
後
の
経
費

の
、
３
点
の
問
題
を
早
急

に
進
め
る
こ
と
を
県
に
要

請
す
る
こ
と
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
。

　

他
に
「
小
中
学
校
の
耐

震
化
状
況
に
つ
い
て
。」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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市 政 を 問 う 一般質問市 政 を 問 う一般質問
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
つ
い
て
。

浜崎　稔哉

問　

電
力
不
足
に
対
し
、

各
企
業
の
電
力
需
要
抑
制

策
「
輪
番
休
日
」
制
導
入

で
、
育
児
、
保
育
、
介
護

等
各
企
業
の
従
業
員
が
受

け
る
影
響
に
対
す
る
宮
若

市
の
対
応
は
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
伴
う
、
夏
季
の
電
力
需

給
対
策
に
お
け
る
政
府
の

説
明
要
請
を
受
け
ま
し

た
。

　

自
動
車
産
業
で
は
、
７

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、

全
国
的
に
土
・
日
の
勤

務
、
木
・
金
の
休
日
の
振

り
か
え
を
決
定
し
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
も
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
九
州
㈱
を
始
め
自
動

車
関
連
産
業
が
多
く
立
地

答　

市
長

節
電
対
策
に
つ
い
て
。

安河　英幸

問　

庁
舎
内
の
節
電
効
果

ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
は
。

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
国
内
の
電
力

需
要
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
政
府

の
電
力
需
要
緊
急
対
策
に

よ
り
省
エ
ネ
・
節
電
対
策

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

既
に
国
や
地
方
公
共
団

体
、
民
間
企
業
等
に
お
い

て
は
、
節
電
対
策
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
平

成
23
年
６
月
６
日
か
ら
す

ぐ
に
庁
舎
内
で
で
き
る
取

り
組
み
と
し
て
、
空
調
使

用
時
の
設
定
温
度
28
℃
の

徹
底
や
照
明
等
の
間
引
き

を
行
う
等
、
ク
ー
ル
ビ
ズ

答　

市
長

の
実
施
と
併
せ
て
省
エ

ネ
・
節
電
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
庁
内

で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
お

い
て
も
で
き
る
対
策
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
さ
ら

な
る
省
エ
ネ
・
節
電
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
、
本
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
広
報

等
で
市
民
の
皆
様
に
も
お

知
ら
せ
し
な
が
ら
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
。

藤嶋　　厚

問　

交
通
過
疎
対
策
に
つ

い
て
は
。

　

地
域
公
共
交
通
の
現
状

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

減
少
に
よ
り
多
額
の
費

用
負
担
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
合
併
前
の
両
町
が

行
っ
て
い
た
運
行
事
業
を

新
市
に
引
き
継
ぎ
実
施
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

基
本
的
に
は
こ
れ
ら
の

施
策
を
踏
襲
し
、
学
校
等

整
備
計
画
に
伴
う
通
学
手

段
を
含
め
、
様
々
な
視
点

か
ら
生
活
交
通
手
段
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答　

市
長

問　

住
民
の
要
望
を
ど
う

反
映
さ
せ
る
の
か
。

　

今
後
も
路
線
の
維
持
、

存
続
を
図
る
と
と
も
に
、新

た
な
交
通
手
段
と
し
て
、福

祉
バ
ス
の
利
活
用
も
検
討

し
な
が
ら
、
交
通
弱
者
対

策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答　

市
長

塩川　恭子

問　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
際
に
西

宮
市
役
所
が
被
災
者
に
対

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

円
滑
に
提
供
す
る
た
め
に

開
発
し
た
も
の
で
、
導
入

を
希
望
す
る
市
町
村
に
無

償
で
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
既

存
の
住
民
基
本
台
帳
シ

ス
テ
ム
と
の
リ
ン
ク（
連
結
）

等
検
討
し
ま
し
た
が
、
改

修
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
導
入
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

答　

市
長

　

災
害
時
要
援
護
者
避
難

支
援
に
つ
い
て
は
、
自
主

防
災
組
織
の
設
立
・
育
成

を
本
年
度
の
主
要
事
務
処

理
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
県
の
事
業
を
活
用
し

て
、
防
災
講
演
会
や
図
上

訓
練
等
で
そ
の
促
進
を
図

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
対
す
る
活
動
体
制
作

り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
福
岡
県
地

域
支
え
合
い
体
制
作
り
事

業
」
に
つ
い
て
事
業
実
施

に
向
け
検
討
し
、
関
係
部

所
と
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

答　

市
長

問　

防
災
訓
練
及
び
講
習

会
の
実
施
に
つ
い
て
。

　

本
年
３
月
５
日
太
蔵
・

桐
野
東
区
の
自
治
会
と
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
・
地
元
消

防
団
の
合
同
防
火
訓
練
を

実
施
。

　

ま
た
本
年
度
は
消
防
本

答　

市
長

市
の
防
災
に
つ
い
て
。

問　

利
用
料
金
の
減
免
制

度
に
つ
い
て
は
。

　

市
が
運
行
を
委
託
し
て

答　

市
長

問　

要
支
援
者
・
要
援
護

者
の
体
制
作
り
に
つ
い
て
。

部
の
協
力
の
も
と
、
出
前

講
座
や
自
治
会
単
位
の
防

火
訓
練
の
実
施
、
災
害
時

要
援
護
者
を
対
象
に
し
た

避
難
誘
導
訓
練
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問　

学
校
に
お
け
る
「
命

を
助
け
る
」
授
業
に
つ
い

て
。

　

小
学
校
は
、
保
健
の
授

業
の
中
で
、
怪
我
の
防
止

に
つ
い
て
学
び
、
中
学
校

で
は
応
急
手
当
の
手
順

や
、
自
然
災
害
に
備
え
た

学
習
が
あ
り
ま
す
。
広
域

消
防
協
力
の
も
と
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
た
救
命
救
急
法

の
実
践
講
習
に
つ
い
て

実
施
。
小
中
学
校
に
お
い

て
、
火
災
及
び
地
震
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
を
年
２

回
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。

答　

教
育
長

し
て
お
り
、
休
日
振
り
か

え
の
影
響
は
大
変
大
き
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
か

ら
も
、
保
育
等
の
実
施
体

制
の
確
保
に
つ
い
て
、
都

道
府
県
を
通
じ
て
各
市
町

村
に
協
力
依
頼
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
対
応

は
、
保
育
所
等
の
日
曜
日

利
用
者
の
希
望
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
一
定
の
利
用
者
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
７

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、

日
曜
日
の
開
所
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
相
談
に
つ

い
て
は
、
本
市
で
実
施
を

し
て
い
る
、
在
宅
介
護
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
総
合
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
制
度

の
中
で
、
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
日
程
等
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
、
こ
の
家
族
、

利
用
者
の
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
を

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

是
非
そ
の
利
用
を
促
進

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　

保
育
所
の
日
曜
日
開

設
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
周
知
方
法
を
と
ら
れ
て

い
る
の
か
。

　

日
曜
日
に
出
勤
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
答
え
た
方

に
対
し
て
、
再
度
、
本
市

の
ほ
う
か
ら
詳
細
な
調

査
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
周
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
日
曜
保
育
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
そ
の
関

係
者
に
つ
い
て
は
申
請
書

を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当

す
る
方
に
対
し
て
、
周
知

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

答　

子
育
て
・
人
権
課
長

間引きされた照明

福祉バス

い
る
乗
り
合
い
バ
ス
・
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
は
、
市
内
を
運
行
し
て

い
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス
・
西
鉄
バ

ス
と
同
様
、
４
歳
未
満
は

無
料
、
４
歳
以
上
16
歳
未

満
は
半
額
、身
体
障
害
者
、

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
に

つ
い
て
は
半
額
の
割
引
運

賃
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

　

他
に「
災
害
時
に
備
え
、

民
間
建
物
の
活
用
に
つ
い

て
。」
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
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市議会を傍聴してみませんか

皆さんの傍聴を
お待ちしています
本会議・各常任委員会等の日程につきましては、日
程が決まり次第、宮若市のホームページ、宮若市役
所本庁及び若宮総合支所に掲示します。

次回の定例会は

９月１日（木）
開会予定です。

小さなお子さんをお連れの人は議事堂への入場はできませんが、
庁舎内において親子一緒に視聴できますので、議会事務局にお尋
ね下さい。
宮若市議会傍聴規則（抜粋）
第６条第４項　児童及び乳幼児は、傍聴席に入ることができない。

市 政 を 問 う 一般質問
入
札
制
度
と
検
査
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

茅野　　勝

問　

今
後
の
入
札
制
度
と

検
査
体
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

　

入
札
制
度
に
つ
い
て
は

平
成
21
年
度
か
ら
制
限
付

一
般
競
争
入
札
を
導
入

し
、
さ
ら
に
は
総
合
評
価

方
式
に
よ
る
入
札
を
１
件

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
体
制
に
つ
い
て

は
、
県
が
実
施
し
て
い
ま

す
工
事
成
績
評
定
及
び
検

査
方
法
を
導
入
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

答　

市
長

宮
若
市
法
定
外
公

共
物
管
理
条
例
に

つ
い
て
問
う
。

問　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

の
工
事
の
清
算
と
金
額
入

り
内
訳
明
細
と
説
明
を
求

め
る
。

　

設
計
業
務
に
関
す
る
も

の
は
、
九
州
自
動
車
道
と

市
道
壱
町
田
・
大
谷
線
と

が
連
結
す
る
区
間
の
設
計

業
務
で
、
当
初
協
定
額
は

４
９
０
万
６
，
７
３
８
円

で
、
精
算
額
は
４
６
６
万

５
，
０
７
３
円
で
す
。

　

ま
た
、
工
事
に
関
す
る

業
務
委
託
は
、
連
結
区
間

の
工
事
施
工
に
関
す
る
も

の
で
、
当
初
協
定
額
が
１

億
４
，
２
６
１
万
６
，
２

７
５
円
で
、
精
算
額
は
１

億
４
，
８
２
８
万
４
，
２

４
７
円
で
す
。

答　

市
長

問　

若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
検
査
結
果
に

つ
い
て
求
め
る
。

　

検
査
結
果
と
し
ま
し
て

は
手
直
し
が
必
要
な
箇
所

が
あ
り
、
平
成
22
年
11
月

５
日
に
完
了
を
確
認
し
ま

し
て
建
物
の
受
領
を
し
て

い
ま
す
が
、
総
合
支
所
移

転
後
に
新
た
に
補
修
が
必

答　

市
長

要
な
箇
所
が
生
じ
ま
し
た

の
で
、
契
約
条
項
の
瑕か

疵し

担
保
責
任
に
基
づ
き
補
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

問　

宮
若
市
法
定
外
公
共

物
管
理
条
例
の
問
題
点
は

な
い
の
か
。

　

本
条
例
施
行
日
以
降
に

は
、
特
に
問
題
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
過
去

に
占
用
許
可
を
受
け
た
工

作
物
が
法
定
外
公
共
物
内

に
存
在
し
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
経
緯
等
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
新
築
や
増
改
築
等
の

許
可
に
つ
い
て
は
、
本
条

例
に
基
づ
き
許
可
が
出
来

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

答　

市
長

　中島健三議員と茅野勝議員が６月

15日に開催された全国市議会議長

会総会で表彰を受けました。今回の

表彰は、10年以上の職を務めた議員

を表彰するものです。

全国市議会議長会の表彰を受けました。全国市議会議長会の表彰を受けました。

平成23年度　国際交流事業
　今年も宮若市の中学生と韓国　晋州東（チンジュドン）中学生との国際交流事業を下記の
とおり行います。今年で４年目となりますこの事業は宮若市を担う若者を国際化時代に相
応しい国際感覚を兼ね備えた宮若市民へと育成するためのものです。
　この活動は、市の補助金をはじめ、市民の皆様や各企業・団体様から協賛をして頂いて実
施しています。この場をお借りし、深く感謝申しあげます。

と　　き：平成23年８月17日（水）～ 19日（金）　３日間
と  こ  ろ：韓国ソウル市内など
参加生徒：宮若市中学生25人　晋州東中学生25人

学校名 男子生徒 女子生徒
宮田中学校 ２人 ８人

宮田光陵中学校 ５人 ２人
若宮中学校 ７人 １人

昨年の国際交流事業

市議会会議録はホームページからも閲覧できます。
http://kaigidb.city.miyawaka.lg.jp/dsweb.exe/
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編
集
後
記

編
集
後
記

22号

委　
員　
長　
　

中　

尾　

ハ
ギ
子

副
委
員
長　
　

松　

尾　

幸　

主

委　
　

員　
　

川　

口　
　
　

誠

委　
　

員　
　

吉　

野　

英　

史

委　
　

員　
　

塩　

川　

恭　

子

委　
　

員　
　

浜　

崎　

稔　

哉

委　
　

員　
　

茅　

野　
　
　

勝

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と

●
議
員
と
市
民
と
の
距
離
が
選
挙
の

と
き
以
外
は
す
き
ま
風
が
あ
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
。

 

50
代　

男
性

●
専
門
用
語
で
話
さ
れ
る
が
、
プ
ラ

ス
し
て
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
付
け

加
え
て
も
ら
え
る
と
、
も
っ
と
分
か

り
や
す
い
面
は
あ
り
ま
す
。

 

50
代　

男
性

●
住
民
は
新
築
の
校
舎
を
望
ん
だ
り

し
て
い
な
い
の
に
と
て
も
残
念
だ
。

改
修
で
説
明
し
て
い
た
の
で
住
民
と

し
て
は
騙
さ
れ
た
気
分
だ
。
住
民
の

代
表
は
も
っ
と
考
え
る
べ
き
だ
と

思
っ
た
の
で
、
回
り
の
方
と
勉
強
し

て
い
き
た
い
。

 

30
代　
　
　

●
録
画
で
観
ら
れ
る
様
に
し
て
ほ
し

い
生
だ
け
で
は
時
間
が
合
わ
な
い
。

ぜ
ひ
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

 

50
代　

女
性

●
公
共
よ
り
施
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
私
た
ち
の
税
で
あ
る
事
に
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
に

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

40
代　

男
性

　

世
界
に
名
を
馳
せ
る
某
大
手
企
業
の

方
と
の
酒
宴
で
の
会
話
。

　
「
宮
若
市
の
売
り
は
何
で
す
か
？
」

直
球
ど
真
ん
中
の
一
言
に
、
一
瞬
戸
惑

い
な
が
ら
「
豊
か
な
自
然
と
お
い
し
い

空
気
と
水
で
育
っ
た
農
産
物
で
す
か

ね
？
」
と
問
い
に
問
い
で
返
す
と
い
う

有
り
様
。

　
「
好こ

う

好こ
う

爺や

の
ま
ち
、
作
り
ま
し
ょ
う

よ
、『
好
好
爺
』。」。

　

好
々
爺
と
は
、
善
意
に
あ
ふ
れ
た
お

爺
さ
ん
の
意
味
で
、
つ
ま
り
彼
は
こ
の

高
齢
化
が
進
む
こ
の
ま
ち
に
は
誇
れ
る

人
材
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
ヒ
ン
ト
を

く
れ
た
の
だ
。

　

熱
中
症
が
気
に
な
る
毎
日
。
暑
い
か

ら
と
い
っ
て
農
作
業
を
怠
る
人
は
い
な

い
。
手
間
隙
掛
け
て
育
て
た
農
産
物
を
、

そ
れ
を
作
る
好
好
爺
を
『
最
大
の
売
り
』

に
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
ひ
と
時
。

松
尾　

幸
主

No.22 16Miyawaka City ●

み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

み
や
わ
か
市
議
会
だ
よ
り

2011
平
成
23年
８
月
１
日

●
発
行
／
宮
若
市
議
会
　
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

●
〒
823-0011 福

岡
県
宮
若
市
宮
田
29-1

●
TEL 0949-32-1135／

FA
X
 0949-32-0523

まちの
わだい
まちの
わだい

第１保育所第２保育所

さくら幼児園


